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新議場の紹介新議場の紹介
　９月 17 日まで千代田庁舎３階にて審議を行い、休会を挟んで９月 25 日の決算特別委員会よ
り新庁舎４階の新議場で審議を行っています。

質問者席を設置しました

質問者、答弁者、または質問に
伴う資料を投映します

モニターの設置により傍聴席から
発言者の顔が見えるようになりました。

質問者席（手前）

質問者席からの再質問（イメージ）

　質問者席やモニターを導入したことで、より活
発な議論を展開し、議会の活性化へつなげます。

　11 月定例会からの一般質問では質問
者席にて再質問を行う予定です。

㈱エスエス九州支店より写真提供



神埼市議会だより　第55号（令和２年８月定例会）

3

傍聴席へのご案内

その他 紹介
委員会室

議会事務局職員

庁舎４階

本会議の審議を傍聴できます。
　４階まで昇っていただき、左図の
とおりお進みください。

見
学
大
歓
迎
‼　
　
　

私
た
ち
が
お
迎
え
し
ま
す
。

本会議を傍聴される皆様へ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、傍聴をされる際にはマスクの着用や傍聴入
口でアルコール消毒液による手指消毒をお願いいたします。

　本会議で委員会に付託された議案の審査を行ったり、議会だよりの編集作業を行ったりします。

　主に、市議会を開く準備をしたり、市議会で話し合われた内容や決まった内容をまとめたり
する仕事をしてくれています。
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令和２年度一般会計（補正第４号）にて８憶3,566万８千円を、

令和２年度一般会計（補正第５号）にて989万円を

それぞれ追加し、総額　241億5,887万１千円となる

　令和２年８月 27日～ 10月８日までの 43日間開かれ、地方創生臨時交付

金事業などの補正第４号で８億 3,566 万８千円、災害対策費などの補正第５

号で989万円を追加し、総額241億 5,887万１千円となりました。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

地方創生臨時交付金

事業（公共施設の感

染防止対策）（補正

第４号）

10,640

公共施設のカウンターや職員のデスクにアク

リル板を設置し、また来訪者が多い施設の入

り口に自動体温測定器を設置する。

災害対策費（避難所

用品費、クリーニン

グ費）（補正第５号）

2,929

避難所を開設し、避難者に対し飲料水、乾パ

ン等の提供及び毛布、マットの貸出を行った。

これに伴い、避難所用品の補充及びクリーニ

ングを行う。

８月定例会

■主な補正

補　正　予　算
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これが聞きたい！
神埼郵便局北側駐車場整備事業　4,950 千円

地方創生臨時交付金事業（行政ＩＴ化推進）　3,657 千円

神埼市難聴児補聴器購入費助成事業　1,474 千円

Q 郵便局との賃貸料の金額はいくらか。また、何年の賃貸借契約になっているか。

A
11 台の賃貸を予定し、1 台当たり 3,000 円から 3,500 円で検討しているので、年間 40 万円

程度の貸借料を見込んでいる。契約年数は最低でも 15 年から提示したい。

Q
行政事務においてデータベース化されていない資料があると思うが、何パーセント程度が

データ化されているか。

A
データベース化の数値は持ち合わせていないが、行政 IT 化推進事業については、現在、

申請書など 19,000 枚の書類をパソコンに打ち直しており、入力作業に 1,300 時間程度かかっ

ている。この作業を IT 化によって時間短縮を図りたい。

Q
人口内耳装用者の体外機の更新費用が助成対象となっているが、新規購入費の一部助成で

はないのか。

A 補聴器等の購入費の一部助成に加え、今回から体外機の更新費用が助成の対象となった。

（事業の目的）
　遊休地となっている神埼郵便局北側の市有地を有効活用し、市の自主財源確保に寄与する。

（事業の目的）
　新型コロナウイルス感染症の影響により、市の業務が増大しているため行政事務において IT
技術を導入し、業務の効率化・自動化・省力化を図り、住民サービスの維持・向上を目指す。

（事業の目的）
　身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中度の難聴児に対して、補聴器の購入費用の一
部を助成することで、言語の取得、教育等における健全な発達を支援することを目的とする。
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生活困窮者自立支援事業（住居確保給付金）　598 千円

神埼市特産品販路推進事業（神埼桑菱茶）　6,569 千円

Q 新型コロナウイルス感染症の影響で失職した人も多いと聞くが、市の現状はどうか。

A
新型コロナウイルス感染症の影響や制度の緩和もあり、住居確保給付金申請は増えている。

引き続きしっかりと対応していきたい。

Q
健診結果等の提供に協力いただく市民に対し購入金額の 1/2 を補助するとの事だが、ど

の程度の期間で結果が出ると見込んでいるのか。

A
飲み始めから２ヶ月は経たないと改善の結果は見えてこない。なので健康面を考えて３ヶ

月間続けていただきたい。

（事業の目的）
　生活困窮者への自立相談支援事業の実施、住居確保給付金の支給、その他の支援に関する措
置を講ずることにより、自立の促進を図ることを目的とする。

（事業の目的）
　新たな神埼ブランド「神埼桑菱茶」は、今年 10 月からの販売に向け、市民へのＰＲ、販売促進、
効果検証のため購入補助、調査研究を行う。

期待される「神埼桑菱茶」
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緊急自然災害防止対策事業〔継続費〕　13,400 千円

地方創生臨時交付金事業（子どもの学びの保障 ICT 環境整備）　300,120 千円

Q 黒内川の上流部また下流部は問題ないか。

A
上流部は年度計画で取り組む。下流部については法面が崩れており災害復旧事業を補助で

申請する。

Q
文科省の５ヶ年計画予定を前倒し、今回、学校通信ネットワーク環境整備と 1,976 台の

端末の整備を行い、今後、全児童生徒に端末を配備する計画だが、後年度の負担が心配で

ある。管理や更新等について、国は何か示しているか。

A

導入について、令和２年度予算措置分があるが、ランニングコスト、更新等についての財

政支援は明示されていない。1 人１台の端末を導入することで、運用保守、ネット接続費、

支援員の増員等、概算で年間約５千万円増加すると予想している。更新その他の経費につ

いては、全国の市長会等々で、国に対し、補助制度や交付税の基準財政需要額に算入され

るよう、要望していかねばならない。

（事業の目的）
　市が管理する準用河川の黒内川において、冠水被害が生じているため護岸整備工事を行い被
害防止を図る。（本事業は令和３年度までの継続事業）

（事業の目的）
　端末と通信ネットワークを一体的に整備し、緊急時にも ICT の活用により学びを保障できる
環境を早急に実現する。
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Q
移住、定住フェアでは、オンラインでの発信を取り入れている自治体もあった、市では、

今後の情報発信をどのように考えているのか。

A 広報を継続しながら、オンライン対応を含め取り組みについて研究していく。

Q 神埼市巡回バスの利用者数の状況は。

A
平成 30 年度は全体で 6,388 人、令和元年度は 6,252 人だった。継続的に周知を行い利用増

を図っていく。

Q マイナンバーカードの普及率はどれくらいか。もっと啓発したほうがよいのでは。

A
市全体の申請者数が 8,801 人、申請率 27.91％となっている。市民の方に理解をしていただ

くよう、内容についてもしっかりと周知をしていく。

Q ジェネリック医薬品を利活用することで市の財政としてはどこに効果がでてくるのか。

A
医薬品は保険給付費で支払うため、単価が下がれば支払う金額が減る。財政的にも効果が

ある。

Q

王仁博士顕彰公園に係る経費について、公園に関する様々な経費が計上されているが、令
和元年度にかかった経費の合計はいくらになるのか。
利用された来客数は何名か。また、王仁博士のキャラクター商標登録がされているが、ど
う活かしていくのか。

A

管理費は需用費から、施設を管理する委託料、警備委託から、浄化槽の清掃委託、施設の
管理委託等を踏まえて公園管理費で 506 万８千円となっている。
令和元年度の来客数は、3 万 3,416 名。この中で韓国からの来客数は、253 名である。
キャラクターを使った商品化で、ボールペンやノートなどのグッズにキャラクターを載せ
て販売促進を考えている。

決算特別委員会

決算特別委員会のＱ＆Ａ

総務企画部

市民福祉部

産業建設部
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Q
農業委員会の活動の中で、神埼市の農業の現状についてどのような意見が出て、どのよう

な方向性で神埼市の農業をやっていくような論議があったのか。

A

農業委員会では法人への集約ができる地域と、法人が未設定の地域はどこが受け皿になる

のかという事が論議されている。農業委員会は、農地行政に携わる部署であるので、農地

を活かす、守るというところにフォーカスを当てるとすれば、現地及び現場の意見を聞き

取り、県、普及センター、農林事務所等にも指導を受け進めなければいけないと思っている。

決算特別委員会のＱ＆Ａ

農業委員会

Q
小学校教育 ICT 振興事業について、事業目的として、教職員の指導力向上、児童生徒の興

味、関心、学力向上を目指すと謳われているが、どういう結果に繋がったのか。

A

教職員の指導力向上については、先生たちが使用している電子黒板やパソコンに慣れてき

たことである。授業を進める中で児童生徒が興味

深く聞いてくれているという話もあっている。そ

れから、児童生徒の興味、関心、学力向上という

部分については集中して欲しいポイントで興味深

く聞いてくれている。ＩＣＴ機器については、あ

くまでも教育の道具として、子どもたちの理解を

補うということで、学力が少しずつ上がってきて

いるということは言える。

Q
給食センターができて年月が経つが、維持管理の問題や以前は異物混入の問題もあった。

それから、調理員の補充の件、賄材料費は総額でどれくらいなのか。

A
異物混入については、常に気を配っており、再発防止に努めている。職員の充足率につい

ては、今のところはやっていけているところで、賄材料費は私会計で行っているが、１億

３千万円から１億４千万円くらいで、これは教職員等も入っている。

教育委員会

ＩＣＴ機器を使っての授業



神埼市議会だより　第55号（令和２年８月定例会）

10

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

〈意見書第２号〉

　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面し
ている。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・
地方交付税など一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需
要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生
じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け下記事項を確
実に実現されるよう、強く要望する。

記
１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保する

こと。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう発行額の縮減に努めるととも
に、償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮
できるよう総額を確保すること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減
収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を
含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・
地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り新設・拡充・継続に当たっては、
有効性・緊急性を厳格に判断すること。

５　とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響す
る見直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策
として講じた特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないものであったが、本
来国庫補助金などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の
到来をもって確実に終了すること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
　

衆 議 院 議 長 大 島　理 森　殿 参 議 院 議 長 山 東　昭 子　殿
内 閣 総 理 大 臣 菅 　　義 偉　殿 内 閣 官 房 長 官 加 藤　勝 信　殿
総 務 大 臣 武 田　良 太　殿 財 務 大 臣 麻 生　太 郎　殿
経 済 産 業 大 臣 梶 山　弘 志　殿 経済再生担当大臣 西 村　康 稔　殿
まち・ひと・しごと創生担当大臣 坂 本　哲 志　殿
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議案第48号　令和元年度神埼市国民健康保険事業特別会計
　　　　　　 歳入歳出決算認定について

賛否があった議案を紹介します。
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果結決議

賛成多数

号番案議

議案第48号

　2018年度から、都道府県が国保の保険者となり、市町村の国保行政を統括・監督する仕組
みが導入され、２年目の決算となりました。
　この制度は、県が国保事業に必要な費用を各市町村に納付金として割り当て、市町村が住
民に保険税（料）を賦課・徴収し、集めた保険料を県に納付する。県は保険給付に必要な財
源を交付金として市町村に拠出することになり、市町村が住民にどれだけ国保税を課すかは、
各市町村が県からどれだけ納付金を割り当てられるかに左右されることになりました。
　この制度は県が納付金の負担額を提示する際、同時に市町村ごとの標準保険料率を公表す
ることになっています。市町村はこの標準保険料率を参考にしながら、国保税（料）を決め
ることを要求されます。
　神埼市において、この標準保険税率をそのまま適用すれば大幅な国保税の引き上げとなり、
住民の生活は破綻します。そのため、当分の間激変緩和策を導入しています。
　しかもこの制度は、市町村の自主判断による「国保税の負担緩和」「任意給付」「独自の保
険税減免」などへの一般会計からの繰入は「国保運営方針」に基づき計画的に削減、解消す
るとし、今後、法定外繰入は国が認めている、被災者や失業者に対する一時的な「保険料減免」、

「保険事業」、「基金積立」などに限るとういう方針です。
　令和元年度の決算は、収納率の向上など一定の成果は見られますが、なお収入未済額は9,700
万円を超えています。これは高すぎる国保税の明確な反映であります。
　滞納者を一律に悪質と扱う発想を改め、国保税の収納活動を貧困把握の入り口と位置づけ、
生活困窮者は積極的に減免制度や福祉施策につなげる方向へ、行政の転換をするよう求めます。
　市の国保行政に対する真剣な努力には敬意を表しますが、高すぎる国保税を抜本的に引き
下げ、将来にわたって国保税高騰を抑えていくためには、国保負担割合を引き上げ、国保の
財政構造を根本的に変えるしかありません。国庫負担増の必要性については全国知事会が政
府に１兆円の国庫負担増を要求するなど幅広い共通認識となっています。
　ところで現状の制度を追認していけば、際限のない増税となり、市民の生活は破綻します。
国民皆保険を持続可能し、市民の暮らしと生命を守るため、国庫負担水準を「給付の6割」
に戻すことを求めて反対討論とします。

〈議案に対する反対討論〉　福田　淸道　議員
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

の
会
期
中
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
致
し
ま
す
。
今
回
の
委
員
会

で
は
、
９
月
15
日
に
開
催
し
、

２
項
目
に
つ
い
て
審
議
・
検
討

い
た
し
ま
し
た
。

　

一
点
目
は
『
定
例
会
前
の
各

常
任
委
員
会
と
会
期
中
の
全
員

協
議
会
で
の
議
案
説
明
の
あ
り

方
と
議
案
説
明
時
期
に
つ
い
て
』

を
協
議
い
た
し
ま
し
た
。
本
会

議
場
で
の
審
議
の
重
視
や
議
案

説
明
時
の
執
行
部
負
担
軽
減
の

観
点
か
ら
、
議
案
説
明
時
に
お

け
る
全
員
協
議
会
で
の
質
疑
は

行
わ
な
い
こ
と
で
結
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
定
例
会
前

の
各
常
任
委
員
会
の
勉
強
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
各
委
員
長
の

判
断
に
よ
り
開
催
の
是
非
を
決

定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
点
目
は
『
議
会
報
告
会
の

開
催
に
つ
い
て
』
を
協
議
い
た

し
ま
し
た
。
先
の
６
月
定
例
会

に
お
い
て
、
秋
口
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
状

　

神
埼
市
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
は
、
去
る
７
月
31
日
及
び

９
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

閉
会
中
の
７
月
31
日
の
委
員

会
で
は
、
現
場
の
声
を
聞
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
公
募
に
対

し
申
込
み
の
あ
っ
た
「
城
原
川

を
考
え
る
会
」
と
流
域
の
安
全

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。市
内
の
市
民
団
体
に
、

「
思
い
」
と
、「
活
動
」
を
語
っ

て
頂
き
、
意
見
交
換
を
通
じ
共

感
共
有
の
場
を
設
け
る
事
は
、

議
会
が
市
民
の
代
弁
者
と
し
て

よ
り
良
い
活
動
を
行
う
上
で
の

一
助
と
な
る
。
そ
の
様
な
認
識

を
持
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。「
城

原
川
を
考
え
る
会
」
は
、
定
例

会
、
勉
強
会
を
通
じ
、
地
域
・

流
域
治
水
に
つ
い
て
学
び
、
流

布
し
、
市
民
に
理
解
を
求
め
合

意
形
成
の
端
緒
に
な
り
た
い
と

の
「
思
い
」
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

一
連
の
流
れ
と
し
て
城
原
川
へ

出
向
き
、
現
地
を
視
察
し
な
が

ら
成
富
兵
庫
茂
安
を
始
め
と
し

況
を
鑑
み
て
開
催
を
判
断
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
収
束
が
見
え
な
い
状
況
で

あ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
も
中

止
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
中
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
西
郷
・
千
代
田
中
部
・
西

部
地
区
の
議
会
報
告
会
は
来
年

度
へ
延
期
す
る
こ
と
で
結
論
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
期

定
例
会
に
お
い
て
発
議
上
程
予

定
の
『
議
員
定
数
条
例
』、『
委

員
会
条
例
』
の
改
正
案
に
つ
い

て
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

た
先
人
た
ち
の
流
域
治
水
の
遺

構
で
あ
る「
野
越
」「
か
す
み
提
」

な
ど
に
つ
い
て
会
員
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

会
期
中
の
９
月
15
日
の
委
員

会
で
は
、
開
館
前
の
神
埼
市
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
神
埼
情

報
館
の
現
地
視
察
を
行
い
、
施

設
の
状
況
に
つ
い
て
執
行
部
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、今
後
も
引
き
続
き
、

各
種
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換

会
及
び
市
内
進
出
企
業
へ
の
視

察
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
論
議
を
深
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

委員長　簑原　　忍

委員長　田原　和幸

城原川を考える会との流域視察
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一般質問 一般質問

　

本
市
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
は
、
英
語
レ
ッ
ス

ン
、
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た

国
際
交
流
、
電
子
黒
板
を
活

用
し
た
朝
礼
、
教
育
向
け
新

聞
閲
覧
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
れ
か
ら
の
感
染
症

拡
大
に
よ
る
学
校
の
臨
時
休

業
や
個
別
的
な
事
案
に
応
じ

た
授
業
、
学
習
の
在
り
方
を

考
え
る
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
取
り
組
み
は
有
効
な
方

法
、
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
、
利
点
や
課
題
を
踏
ま
え

利
活
用
で
き
る
端
末
の
整
備

議
員　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

環
境
を
整
え
る
文
科
省
の
２

０
２
３
年
度
完
了
予
定
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
と
前
倒

し
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
児
童
、

生
徒
一
人
一
台
の
端
末
と
家

庭
と
も
つ
な
が
る
通
信
環
境

の
整
備
を
、
国
の
予
算
で
し

て
も
ら
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
今

年
度
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、

早
急
に
整
備
導
入
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
が
。

牛
島
教
育
部
長　

教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
目
指
す
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い
て
災

害
や
、
感
染
症
の
発
生
な
ど

に
よ
る
緊
急
時
に
お
い
て

も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ

り
学
び
を
保
障
出
来
る
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
早
期
導
入
を

有
効
性
に
つ
い
て
協
議
、研
究
し
早
期
実
現
に
努
め
た
い

答

と
、
教
職
員
の
適
切
な
指
導

の
下
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
る
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連
の

整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関

連
の
計
画
に
つ
い
て
は
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
を
見
据

え
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
ま
で
の
５
か
年
計
画

で
策
定
さ
れ
て
い
る
。

木原　憲治 議員

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園

の
教
育
に
つ
い
て

今後益々の ICT 化が推進される

パソコン室での技術の授業

議
員　

令
和
２
年
７
月
の
大

雨
に
よ
る
脊
振
、
神
埼
、
千

代
田
町
の
被
害
状
況
に
つ
い

て
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

主
な
園
芸
作
物
の
湛
水
被
害

を
Ｊ
Ａ
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
神
埼
町
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
が
０
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

96
万
円
、
千
代
田
町
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
が
６
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
１
，
１
７
２
万

円
、
小
ネ
ギ
が
１
・
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
４
４
１
万
円
、
と

な
っ
て
お
り
、
脊
振
町
で
の

被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

家
屋

等
の
浸
水
被
害
に
つ
き
ま
し

て
は
、
７
月
８
日
か
ら
の
現

地
調
査
及
び
区
長
等
の
聞
き

３
年
連
続
の
大
雨
被
害
、神
埼
市
は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ

洪
水
対
策
な
ど
、国
及
び
県
へ
強
く
要
望
を
行
い
ま
す

答

取
り
の
結
果
、
千
代
田
町
東

部
地
区
に
お
い
て
、
住
宅
の

て
、
国
及
び
県
へ
強
く
要
望

を
行
い
ま
す
。

野口　英樹 議員

出来島地区の様子 蔵戸地区の様子

床
上
浸
水
が
１
件
、

床
下
浸
水
が
12
件
、

住
宅
以
外
の
小
屋
、

倉
庫
な
ど
９
件
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。

議
員　

３
年
連
続
の

大
雨
被
害
、
神
埼
市

は
真
剣
に
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

国
、県
及
び
建
設
課
、

防
災
危
機
管
理
課
及

び
佐
賀
東
部
土
地
改

良
区
や
関
係
地
区
等

と
水
害
へ
の
対
策
を

目
的
と
し
た
協
議
機

関
を
組
織
し
、
水
害

時
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
冠
水
被
害
の
軽

減
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
洪
水
対

策
の
た
め
の
排
水
ポ

ン
プ
機
能
の
向
上
と

増
設
な
ど
に
つ
い
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議
員　

７
月
の
大
雨
で
九
州

各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
、

市
内
の
農
作
物
も
被
害
に

あ
っ
た
。
農
作
物
等
の
被
害

状
況
は
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
６
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
約
１
，
２
７
０
万

円
、
小
ネ
ギ
１
・
４
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
約
４
５
０
万
円
、

水
稲
の
完
全
水
没
２
６
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
農
機
具
19
件
で

１
５
０
万
円
で
あ
る
。

議
員　

被
害
へ
の
補
償
や
支

援
は
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

国
事

業
の
早
期
営
農
再
開
支
援
で

①
年
度
中
の
営
農
再
開
に
必

要
な
種
子
、
種
苗
の
購
入
②

作
物
転
換
、
規
模
拡
大
で
必

要
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
資
材

７
月
豪
雨
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
へ
の
対
応
と
対
策
は

排
水
機
能
の
向
上
や
新
設
に
向
け
努
力
す
る

答

購
入
③
生
産
回
復
の
た
め
の

農
薬
、
肥
料
の
購
入
支
援
と

県
農
業
共
済
組
合
の
収
入
減

保
険
制
度
が
あ
る
。

議
員　

浸
水
被
害
の
状
況

は
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

千
代

田
町
中
津
地
区
で
床
下
６

件
、
黒
津
地
区
床
上
１
件
、

床
下
２
件
、
大
島
地
区
床
下

３
件
、㟢
村
地
区
床
下
１
件
。

小
屋
、
倉
庫
９
件
で
あ
る
。

議
員　

今
後
の
対
応
と
対
策

は
。

農
林
水
産
担
当
理
事　

事
前

排
水
対
策
の
上
下
流
広
域
的

な
取
り
組
み
、
排
水
機
場
の

新
設
や
既
存
排
水
ポ
ン
プ
の

能
力
向
上
の
た
め
国
、
県
に

働
き
か
け
る
。

野副　 昭 議員

人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
誘

致

水没により農地、道路、クリークの区
別がつかない千代田東部地区のようす

議
員　

県
や
医
師
会
と
の
協

議
と
市
の
考
え
方
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

県
や

市
郡
医
師
会
の
情
報
や
立
地

要
望
、
誘
致
に
向
け
積
極
的

に
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

議
員　

正
式
に
城
原
川
ダ
ム

の
位
置
や
高
さ
が
示
さ
れ
る

の
は
い
つ
か
。

高
嶋
ダ
ム
対
策
課
長　

来
年

度
中
に
は
ダ
ム
の
位
置
や
高

さ
を
表
示
で
き
る
よ
う
、
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

今
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
用
地
調
査
は
、
湛
水
線

を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る
の

で
は
な
い
の
か
。

ダ
ム
対
策
課
長　

湛
水
線
は

現
時
点
で
は
、
示
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
年
度
実
施
予

定
の
詳
細
な
調
査
結
果
の

上
、
来
年
度
中
に
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。
用
地
調
査
は
水

没
地
の
予
定
範
囲
の
一
部
に

つ
い
て
調
査
さ
れ
て
い
ま

す
。

議
員　

今
年
度
、
予
定
さ
れ

城
原
川
ダ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

用
地
調
査
・
付
替
道
路
の
調
査
設
計
が
進
め
ら
れ
ま
す

答

て
い
る
用
地
調
査
範
囲
の
地

図
に
は
、
付
替
道
路
の
概
略

ル
ー
ト
が
表
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
概
略
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由

で
決
め
ら
れ
た
も
の
な
の

か
。

ダ
ム
対
策
課
長　

ダ
ム
本
体

上
流
部
の
付
替
道
路
概
略

ル
ー
ト
は
、
城
原
川
西
側
に

広
滝
第
一
発
電
所
か
ら
つ
な

が
る
九
州
電
力
の
送
水
管

が
、
縦
断
的
に
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
倉
谷
地
区
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
理
由

で
、
城
原
川
の
東
側
を
通
る

ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
本
体
下
流
部
は
、
道
路

利
用
者
の
安
全
性
を
考
慮
し

て
、
道
路
の
勾
配
が
急
勾
配

に
な
ら
な
い
よ
う
、
城
原
川

西
側
へ
渡
り
、
仁
比
山
地
区

を
経
由
し
て
朝
日
地
区
・
小

渕
地
区
を
通
り
、
現
道
の
三

瀬
線
に
接
道
す
る
概
略
ル
ー

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

服巻　玉美 議員
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議
員　

今
年
、
市
内
に
あ
る

民
間
所
有
の
プ
ー
ル
が
廃
止

に
な
る
と
愛
好
者
の
方
々
か

ら
お
聞
き
し
、
市
と
し
て
健

康
寿
命
の
確
保
、
市
民
集
い

の
場
所
と
し
て
市
民
プ
ー
ル

と
し
て
造
る
計
画
は
あ
る
の

か
。

牛
島
教
育
部
長　

現
在
、
新

た
な
市
営
プ
ー
ル
の
建
設
計

画
は
な
い
が
、
既
存
の
市
営

プ
ー
ル
と
し
て
脊
振
観
光

プ
ー
ル
が
あ
る
。

議
員　

小
・
中
学
校
の
プ
ー

ル
の
築
年
数
は
平
均
40
年
位

経
過
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

維
持
費
・
修
理
費
を
踏
ま
え
、

て
統
廃
合
を
行
い
市
民
プ
ー

ル
建
設
を
考
え
て
は
。

教
育
部
長　

今
後
の
学
校

プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
内
の
民
営
プ
ー
ル
廃
止
に
伴
い
今
後
市
民
プ
ー
ル
を
造
る
計
画
は
あ
る
か

現
在
新
た
な
市
営
プ
ー
ル
建
設
計
画
は
な
い

答

は
、
全
面
改
修
、
改
築
、
補

修
、
市
民
プ
ー
ル
と
し
て
の

利
用
形
式
、
民
間
施
設
委
託

形
式
等
が
考
え
ら
れ
、
総
合

的
な
観
点
か
ら
既
存
の
プ
ー

ル
の
在
り
方
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

今
す
ぐ
に
で
は
な
く

今
後
、
市
営
プ
ー
ル
を
造
っ

て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長　

長
期
的
に
み
て
、
私

た
ち
が
考
え
る
優
先
順
位

と
、
市
民
の
方
々
が
願
わ
れ

る
も
の
そ
れ
が
市
民
協
働
の

考
え
で
あ
り
行
政
の
在
り
方

だ
と
思
う
。
市
民
の
方
々
の

健
康
に
つ
な
が
る
、
そ
し
て

集
ま
り
の
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
と
い

う
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
広

く
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

脊振観光プール（市営）

西原　正剛 議員

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
と
新
幹
線
に
つ
い

て
・
職
員
と
地
域
担
当
制
に
つ

い
て

山本　千佳 議員

議
員　

学
校
外
の
多
様
な
学

び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
教
育
機
会
確

保
法
」
が
成
立
し
、
従
来
の

不
登
校
対
応
を
転
換
し
た
。

不
登
校
は
誰
で
も
起
こ
り
得

る
も
の
で
あ
り
、
問
題
行
動

と
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
や
、
学
校
に
登
校
す
る
こ

と
の
み
を
目
標
に
す
る
の
で

は
な
く
、
社
会
的
自
立
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

市
の
対
応
は
。

牛
島
教
育
部
長　
「
教
育
機

会
確
保
法
」
と
通
知
の
内
容

を
踏
ま
え
、
今
後
も
学
校
・

家
庭
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
適
切
な
指
導
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

教
育
の
機
会
確
保
に
つ
い
て

全
て
の
児
童
生
徒
に
対
し
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

答

所
の
開
設
は
、
感
染
症
対
策

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
回
避
）

を
実
施
し
な
が
ら
の
運
営
と

な
っ
た
が
、
今
後
の
避
難
所

の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
感
染
防
止
の
徹
底

に
努
め
て
い
る
。
避
難
所
備

品
の
早
期
充
実
を
図
り
、
避

難
者
の
意
見
な
ど
も
拝
聴
し

な
が
ら
よ
り
良
い
運
営
に
努

め
て
い
く
。

議
員　

不
登
校
の
児
童
・
生

徒
、
ま
た
そ
の
保
護
者
の
居

場
所
づ
く
り
の
た
め
に
場
所

を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
は

で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

現
在
市
で
の
取

り
組
み
は
な
い
が
、
今
後
調

査
・
確
認
を
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
て
か
ら
の
避
難
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議
員　

ス
タ
ッ
フ
（
技
能
労

務
職
員
）
の
採
用
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
市
町

別
に
確
認
す
る
。ま
た
、女
性

の
採
用
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

江
頭
政
策
推
進
室
長　

採
用

に
つ
い
て
は
神
埼
市
５
名
、

吉
野
ヶ
里
６
名
、
他
市
町
６

名
の
応
募
が
あ
り
、
採
用
者

は
神
埼
市
１
名
、
吉
野
ヶ
里

３
名
、上
峰
町
１
名
、合
計
５

名
と
な
り
、
そ
の
内
女
性
１

名
の
採
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

新
た
な
採
用
が
あ
る

場
合
は
地
元
の
方
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
目
配
り
、

気
配
り
、
心
配
り
が
地
元
に

は
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

冒
頭
に
議
員
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
迷
惑
施
設
と
言

わ
れ
た
時
代
も
あ
り
、
十
分

議
員　

脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン

葬
祭
場（
和
の
杜
）の
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

葬
祭
組
合
と
し
て
は
、当
面
は
直
営
で
の
運
営
を
考
え
て
い
る

答

配
慮
を
し
て
建
設
し
た
。
働

く
場
の
提
供
に
も
な
り
、
組

合
長
と
し
て
神
埼
市
か
ら
と

申
し
上
げ
た
い
が
、
吉
野
ヶ

里
町
も
あ
り
、
組
合
の
領
域

内
か
ら
採
用
し
た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

神埼市・吉野ヶ里町の新葬祭場　

簑原　忍 議員

東
部
環
境
施
設
組
合
の

職
員
の
雇
用
に
つ
い
て

（
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
）

セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て

の
身
分
保
障
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

宮
地
生
活
環
境
推
進
室
長　

職
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
現
在
の
身
分
を
保

障
し
つ
つ
、
新
施
設
に
お
い

て
も
雇
用
を
継
続
で
き
る
よ

う
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

感
染
症
に
関
す
る
経
済

対
策
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
考
え
て

い
る
。

議
員　

状
況
に
応
じ
た
支
援

策
が
国
・
県
・
市
か
ら
図
ら

れ
て
い
る
が
、
市
の
ク
ー
ポ

ン
券
支
援
事
業
の
使
用
期
限

が
長
過
ぎ
る
と
の
話
が
あ
っ

た
。
飲
食
店
も
大
幅
な
客
足

の
減
で
困
っ
て
い
る
。
消
費

者
に
お
金
が
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
、
自
粛
圧
力
と
か
不

安
で
強
制
的
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
業
界
業
種
に
特
化
し

た
補
助
金
又
支
援
策
が
必
要

で
は
、
と
考
え
る
が
検
討
頂

き
た
い
。

野
中
商
工
観
光
課
長　

商
工

業
者
を
中
心
と
し
た
市
内
経

済
活
性
化
の
為
、
再
度
市
民

の
皆
様
に
一
律
三
千
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
内
容
は
宝
の
山
だ

回
答
者
は
全
体
の
３
割
前
後
と
推
計
し
て
い
る

答

の
制
度
が
あ
る
限
り
ツ
キ
進

む
べ
き
だ
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

寄
附

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

を
本
年
８
月
か
ら
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
申
請
と
併
せ
て
行
っ

て
い
る
。
調
査
結
果
を
基
に

傾
向
等
を
分
析
し
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
事
で
、
身
近
に

神
埼
を
感
じ
て
頂
き
た
い
。

尚
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回

答
者
は
３
割
前
後
と
推
計
し

て
お
り
、分
析
は
委
託
業
者
、

検
証
は
市
が
行
う
。

田原　和幸 議員

３密に気をつけよう！

集まるな

近づくな

閉じるな

集
シュウ

近
キン

閉
ヘイ

に気をつけろ！

議
員　

開
始
当
初
か
ら
す
る

と
爆
発
的
拡
大
状
態
と
な
っ

た
。担
当
部
署
中
心
と
し
て
、

神
埼
の
底
力
を
発
揮
す
る
為

に
、
メ
ン
ド
ウ
が
ら
ず
精
励

し
た
事
が
要
因
か
と
思
う
。

返
礼
品
に
関
し
同
じ
土
俵
に

乗
っ
た
。
こ
の
先
は
関
係
人

口
の
発
展
性
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
若
干
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
コ
テ
先
も
使
っ
て
、
こ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

議
員　

感
染
症
対
策
に
お
け

る
、
自
治
体
の
役
割
は
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

広
報

活
動
等
を
通
じ
た
感
染
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
、
情
報
の
収
集
、
整
理
、

提
供
で
あ
る
。

議
員　

市
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
特
化
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
福
祉
部
長　

新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
行
動

計
画
に
基
づ
き
策
定
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
計
画
を
基
に
行
う
と
し

て
い
る
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
事

保
育
所
等
職
員
へ
の
、市
独
自
の
支
援
策
の
検
討
を

支
援
を
考
え
て
い
き
た
い

答

業
の
中
で
、
医
療
、
介
護
、

障
害
福
祉
に
従
事
す
る
職
員

に
対
し
、
慰
労
金
の
支
給
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
保

育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
の
職
員
に
対
す
る
支
援
策

は
あ
る
の
か
。

佐
藤
福
祉
課
長　

一
保
育
所

等
に
50
万
円
を
補
助
。
非
常

勤
職
員
の
雇
上
賃
金
、
超
過

勤
務
手
当
、
保
育
士
等
が
身

に
付
け
る
ポ
ー
チ
、
エ
プ
ロ

ン
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。

牛
島
教
育
部
長　

会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
形
態
で
支

払
っ
て
い
る
。
過
重
労
働
等

に
な
ら
な
い
よ
う
人
的
な
補

充
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

議
員　

感
染
症
対
策
と
し

て
、
保
育
所
等
職
員
へ
の
、

市
独
自
の
支
援
は
検
討
で
き

な
い
も
の
か
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

今
後

の
保
育
所
運
営
に
必
要
な
支

援
が
あ
れ
ば
、
国
・
県
の
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
独

自
で
の
支
援
も
考
え
て
い
き

た
い
。

原口ひさよ 議員

犬の目西溝の道路と水路

議
員　

市
道
姉
川
東
分
・
姉

川
上
分
田
代
線
の
一
部
区
間

は
何
故
舗
装
さ
れ
て
な
い
の

か
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

今
後
の

舗
装
計
画
に
つ
き
、
道
路
及

び
水
路
護
岸
の
状
況
や
交
通

量
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
元
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。 姉

川
下
分
の
当
該
市
道
は
な
ぜ
舗
装
さ
れ
て
な
い
の
か

諸
事
情
を
踏
ま
え
、地
元
と
協
議
し
検
討
し
た
い

答

提
案
で
あ
る
。

産
業
建
設
部
長　

地
元
か
ら

要
望
は
あ
っ
て
は
い
な
い
が
、

議
員
ご
質
問
の
と
お
り
、
水

路
へ
の
転
落
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
ま
た
防
護
柵
設

置
に
よ
る
有
効
幅
員
の
減
少

に
よ
る
通
行
の
支
障
な
ど
に

つ
い
て
、
今
後
地
元
の
ご
意

見
も
お
伺
い
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

の
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
の

舗
装
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
当
面
の
措
置
か
伺
い
た

い
。

産
業
建
設
部
長　

今
回
の
舗

装
工
事
に
つ
い
て
は
暫
定
的

な
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

宮地　明 議員

犬
の
目
西
溝
の
水
路
沿

い
に
ポ
ー
ル
を

本
堀
の
道
路
に
つ
い
て

議
員　

西
溝
の
水
路
沿
い
の

道
路
に
つ
い
て
、
道
路
と
水

路
と
が
裸
で
接
し
て
い
る
。

そ
こ
の
水
路
沿
い
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
で
ポ
ー
ル
を
立

て
、
水
路
に
車
が
落
ち
る
の

を
防
い
だ
ら
ど
う
か
と
い
う

議
員　

整
形
外
科
西
の
南
北

そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て
等
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反射材の着用を！

通
学
時
に
お
け
る
荷
物

の
軽
減

佐藤　知美 議員

議
員　

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
第
２
次
補
正
予
算
で

①
加
配
教
員
３
，１
０
０
人
、

②
学
習
指
導
員
６
万
１
，
２

０
０
人
、
③
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
２
万
６
０

０
人
の
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
神
埼
市
に
は
配

置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
理
由

と
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

牛
島
教
育
部
長　

配
置
さ
れ

て
い
な
い
の
は
学
校
か
ら
の

希
望
が
な
か
っ
た
こ
と
が
理

由
で
あ
る
。
学
校
長
か
ら
の

聞
き
取
り
で
は
、
人
材
確
保

が
難
し
い
、
年
度
途
中
か
ら

ク
ラ
ス
を
二
分
す
る
事
が
難

し
い
、
教
室
の
確
保
が
出
来

な
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

議
員　

県
教
委
の
資
料
で

は
、
加
配
教
員
２
市
４
名
、

コ
ロ
ナ
の
終
息
は
不
透
明
で
あ
り
、少
人
数
学
級
30
人
以
下
の
実
施
は

安
倍
首
相
が
少
人
数
学
級
の
指
導
体
制
の
検
討
。国
の
動
向
を
注
視
す
る

答

学
習
指
導
員
２
市
１
町
33

名
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
は

６
市
５
町
で
１
３
１
名
の
配

置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

資
格
を
要
し
な
い
学
習
指

導
員
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

の
勤
務
は
担
任
の
補
助
、
事

務
的
な
健
康
管
理
、
父
兄
へ

の
連
絡
な
ど
だ
が
そ
れ
を

今
、
現
場
の
先
生
方
が
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
補
填
し
、

負
担
を
軽
減
す
る
と
い
う
国

の
人
的
配
置
を
な
ぜ
申
請
し

な
い
の
か
。

教
育
部
長　

今
回
の
人
的
配

置
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

の
中
で
整
理
を
し
、
学
校
と

協
議
を
し
、
そ
の
一
つ
の
理

由
と
し
て
人
材
確
保
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

議
員　

県
内
20
市
町
は
同
じ

様
な
状
況
で
、
学
校
現
場
が

配
置
を
必
要
と
感
じ
て
い
な

い
こ
と
は
な
い
。
市
教
育
委

員
会
の
積
極
的
な
指
導
援
助

の
不
足
を
指
摘
し
て
お
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
不
透

明
で
あ
り
少
人
数
学
級
30
人

以
下
の
実
施
に
つ
い
て
の
考

え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

安
倍
首
相
が
教

育
再
生
実
行
会
議
で
少
人
数

学
級
の
指
導
体
制
の
検
討
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
報

道
も
あ
り
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。

議
員　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
事
故
が
相
次
ぐ
背
景
に

は
、
運
転
操
作
不
適
が
多

い
。
市
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
、
運
転
免
許
証
自
主
返

納
状
況
に
つ
い
て
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

道
路

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
自

転
車
の
安
全
利
用
推
進
活
動

や
高
齢
者
対
象
の
「
交
通
安

全
応
援
教
育
隊
」
に
よ
る
教

育
実
施
、自
主
返
納
状
況
は
、

平
成
30
年
97
人
、
令
和
元
年

１
３
４
人
で
37
人
の
増
加
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
神

埼
市
を
目
指
す
施
策
を
講
じ

て
い
る
。

議
員　

運
転
免
許
証
を
返
納

す
れ
ば「
閉
じ
こ
も
り
」・「
認

知
症
」
が
心
配
の
声
あ
り
、

返
納
後
、
生
活
の
変
化
に
つ

交
通
事
故
防
止（
高
齢
運
転
者
）、安
全
対
策
を
問
う

交
通
安
全
教
育
の
実
施
、免
許
証
自
主
返
納
推
進

答

い
て
。

野
中
高
齢
障
が
い
課
長　

行

動
範
囲
が
狭
く
な
る
と
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
と
な
り
心
身

機
能
が
低
下
し
、
要
支
援
・

要
介
護
へ
の
可
能
性
が
高
ま

る
。
心
身
の
健
康
保
持
の
た

め
「
い
き
い
き
体
操
」・「
脳

若
教
室
」
な
ど
介
護
予
防
事

業
を
推
進
中
で
あ
る
。

生
が
重
い
荷
物
を
持
ち
通
学

す
る
事
は
、
身
体
へ
の
負
担

が
大
き
く
危
険
で
あ
る
。
通

学
か
ば
ん
問
題
に
つ
い
て
の

現
状
と
対
応
策
に
つ
い
て
。

牛
島
教
育
部
長　

荷
物
が
重

く
な
っ
た
要
因
と
し
て
、
授

業
時
数
増
加
に
伴
な
い
教
科

書
の
頁
数
増
・
サ
イ
ズ
Ｂ
５

版
か
ら
Ａ
４
版
へ
と
改
版
等

現
状
を
踏
ま
え
、
学
習
用
品

の
計
画
持
ち
帰
り
、
教
材
の

置
き
道
具
リ
ス
ト
の
作
成
、

減
量
化
策
を
講
じ
て
い
る
。

松本　軍二 議員

議
員　

成
長
期
の
小
・
中
学

（参考）レベル２・３地域（１クラス20人の例）

（参考）レベル１地域（１クラス40人の例）

文科省資料より
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議
員　

平
成
28
年
締
結
の

「
覚
書
」
の
内
容
が
変
化
し

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

次
期

ご
み
処
理
場
施
設
に
関
す
る

覚
書
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施

設
建
設
協
議
会
に
お
い
て
、

２
市
３
町
に
よ
り
、
平
成
28

年
12
月
27
日
に
締
結
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
環
境
基
準

値
を
超
え
る
物
質
等
が
確
認

さ
れ
、
令
和
元
年
４
月
に
組

合
首
長
会
に
よ
り
、４
・
２
ha

か
ら
１
・
７
ha
へ
縮
小
、
焼

却
施
設
の
み
建
設
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
地
に
予
定
し
て
い

た
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
鳥

栖
市
の
責
任
に
て
適
地
を
選

定
後
協
議
し
、
建
設
す
る
旨

合
意
決
定
が
な
さ
れ
た
。

新
ご
み
処
理
場
建
設
に
つ
い
て

施
設
の
稼
働
目
標
は
平
成
36
年
４
月
を
目
途

答

議
員　

新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
て
、
水
害
が
予
想
さ
れ
る

地
点
に
あ
え
て
建
設
す
る
に

は
、
相
応
の
対
策
が
な
さ
れ

る
の
か
。

会
計
検
査
院
法
や
、そ
の
他
、

関
係
法
令
等
の
規
定
に
基
づ

き
、
実
地
検
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
事
前
に
申
請

書
等
の
確
認
や
執
行
状
況
等

の
確
認
も
な
さ
れ
て
い
る
。

吉田　守 議員

大雨により冠水した道路及びアスパラハウス

鳥栖市広域ごみ処理施設予定地

予定地は浸水想定５メートル

議
員　

近
年
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
豪
雨
化
の
傾

向
に
よ
り
、
私
た
ち
の
身
近

な
所
ま
で
迫
っ
て
い
る
自
然

災
害
に
対
し
、
学
校
に
お
け

る
防
災
教
育
の
必
要
性
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

牛
島
教
育
部
長　

市
内
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、

防
災
教
育
の
必
要
性
を
認
識

し
、
災
害
か
ら
一
人
で
も
多

く
の
尊
い
命
を
守
る
た
め

に
、
今
後
も
防
災
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

住
民
に
対
し
、
そ
の

地
域
の
災
害
の
危
険
性
の
周

知
と
対
応
方
法
の
指
導
の
必

要
性
は
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

地
域

住
民
の
適
切
な
避
難
や
防
災

活
動
に
資
す
る
た
め
、
ハ

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
教
育
の
必
要
性
は

防
災
教
育
の
必
要
性
を
認
識
し
、今
後
も
取
り
組
む

答

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全

戸
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
に
関
す
る
出
前
講
座
を

随
時
開
催
す
る
な
ど
、
地
域

の
防
災
知
識
の
普
及
に
努
め

て
い
る
。

議
員　

災
害
時
の
警
戒
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
、
警
戒
レ
ベ
ル

に
対
応
し
た
避
難
行
動
の
周

知
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

久
間
防
災
危
機
管
理
課
長　

警
戒
レ
ベ
ル
の
情
報
に
加

え
、
ど
の
よ
う
な
危
険
性
に

伴
い
発
令
し
て
い
る
か
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

地
区
と
佐
賀
東
部
土

地
改
良
区
の
水
路
の
維
持
管

理
の
取
り
組
み
は
。

實
松
農
政
水
産
課
長　

集
中

豪
雨
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

地
域
の
方
々
と
連
携
し
、
ク

リ
ー
ク
の
水
位
調
整
と
事
前

排
水
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

洪
水
の
被
害
防
止
に
努
め
る

な
ど
、
地
域
と
共
に
減
災
に

も
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

山口　義文 議員

市
民
福
祉
部
長

佐
賀
県
東
部
環

境
施
設
組
合
に

よ
る
「
ご
み
処

理
施
設
整
備
基

本
計
画
」
に
お

い
て
防
災
対
策

を
盛
り
込
ん
だ

計
画
が
策
定
さ

れ
て
い
る
。

議
員　

国
の
補

助
金
を
利
用
し

て
施
設
の
建
設

等
が
な
さ
れ
る

の
で
、当
然
、国

の
検
査
が
あ
る

が
、
大
丈
夫
な

の
か
。

市
民
福
祉
部
長

　

循
環
型
社
会

形
成
推
進
交
付

金
の
交
付
を
受

け
て
い
る
が
、
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議
員　

城
原
川
河
道
の
整
備

に
つ
い
て
、
河
道
内
の
樹
木

等
は
、
大
雨
の
た
め
に
河
川

等
が
急
な
増
水
時
に
流
速
を

低
減
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

河
川
堤
防
等
の
侵
食
や
洗
掘

被
害
を
減
少
さ
せ
又
、
流
木

や
土
砂
等
を
集
積
及
び
、
堆

積
さ
せ
る
と
共
に
、
生
態
系

の
保
全
、
景
観
形
成
等
の
機

能
を
有
し
て
い
る
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
反
面
、
樹
木
等
は

出
水
時
に
水
位
を
せ
き
あ
げ

る
等
、川
の
流
れ
を
悪
く
し
、

様
々
な
被
害
を
誘
発
さ
せ
る

恐
れ
も
あ
る
。
城
原
川
河
道

内
樹
木
等
の
治
水
上
に
お
け

る
効
果
や
、
影
響
と
安
全
対

策
状
況
を
伺
う
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

筑
後
川

河
川
事
務
所
か
ら
は
、
樹
木

城
原
川
河
道
内
樹
木
等
の
安
全
対
策
状
況
は
大
丈
夫
か

抜
本
的
な
治
水
対
策
の
た
め
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
う

答

等
の
規
模
等
の
状
況
も
あ
る

が
、
河
道
内
の
樹
木
等
の
植

生
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
水

の
勢
い
を
緩
和
し
堤
防
等
へ

の
侵
食
及
び
、
洗
掘
被
害
を

減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
樹
木
等
の

繁
茂
状
況
に
よ
っ
て
は
、
洪

水
時
の
流
水
阻
害
と
な
る
た

め
、
定
期
的
な
河
川
の
測
量

や
巡
視
、
点
検
等
を
行
い
な

が
ら
状
況
把
握
に
努
め
、
現

状
の
流
下
能
力
が
低
下
し
な

し
、
改
め
て
感
染
予
防
の
徹

底
と
、
感
染
者
を
特
定
す
る

よ
う
な
詮
索
や
差
別
的
行
動

を
控
え
る
よ
う
市
民
に
要
請

し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
皆

様
に
は
、
こ
う
い
う
時
こ
そ

お
互
い
が
思
い
や
り
、
正
し

い
情
報
に
基
づ
い
て
冷
静
な

行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
活
用
し
、
積
極
的
に
啓

発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

神
埼
市
の
経
済
活
性

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
ま
ず

情
報
を
共
有
し
、
感
染
症
に

対
す
る
正
し
い
理
解
で
、
偏

見
、
差
別
の
な
い
神
埼
市
に

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

市
は

こ
の
感
染
症
の
基
礎
知
識

や
、
感
染
症
予
防
の
た
め
の

生
活
様
式
の
改
善
等
を
、
全

戸
チ
ラ
シ
や
市
報
、
診
療
所

だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
メ
ー
ル
、
防
災
無
線
に

お
い
て
随
時
知
ら
せ
て
き
て

い
る
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

神
埼

市
で
８
月
５
日
に
初
め
て
陽

性
患
者
が
確
認
さ
れ
た
際
、

市
は
、
直
ち
に
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
チ
ラ
シ
を
配
布

感
染
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
で
偏
見
差
別
の
な
い
市
へ

偏
見
・
差
別
を
な
く
す
、啓
発
活
動
を
積
極
化
す
る

答

化
に
つ
い
て
。
地
域
資
源
を

見
直
し
、
魅
力
を
発
信
す
る

政
策
を
。

音
成
企
画
課
長　

神
埼
市
は

山
間
部
か
ら
広
大
な
平
野
部

ま
で
あ
る
。
地
域
農
産
物
は

豊
富
に
あ
り
、
山
間
部
は
福

岡
市
に
隣
接
し
て
い
る
。
そ

の
条
件
を
活
か
し
、
道
路
網

の
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

い
よ
う
、
優
先
度
を
考
慮
し

な
が
ら
適
切
な
伐
採
等
の
維

持
管
理
に
努
め
る
と
聞
い
て

い
る
。

市
長　

私
自
身
も
危
な
い
と

思
う
か
ら
、
国
交
省
に
そ
う

い
っ
た
話
を
し
て
来
た
。
想

定
を
超
え
る
雨
が
降
る
訳

で
、
ダ
ム
も
早
々
作
っ
て
く

れ
、
川
も
早
く
整
備
し
て
く

れ
と
、
城
原
川
の
河
川
整
備

に
際
し
て
一
生
懸
命
お
願
い

し
て
い
る
。

城原川（直鳥橋付近）に繁茂している樹木群

白石　昌利 議員

福田　淸道 議員

しっかり手洗いしてコロナに負けない
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議
員　

神
埼
高
校
跡
地
の
活

用
で
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

の
計
画
と
、
ヤ
ク
ル
ト
の
拡

張
に
よ
る
土
地
取
得
が
あ
る

が
現
有
面
積
は
ど
の
位
に
な

る
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

敷
地
全
体

の
約
半
分
程
度
を
ヤ
ク
ル
ト

が
要
望
し
て
い
る
が
そ
の
結

論
は
未
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

議
員　

防
災
拠
点
と
し
て
の

整
備
は
否
定
は
し
な
い
が
市

民
が
集
い
多
方
面
の
利
活
用

が
出
来
る
整
備
を
是
非
や
っ

議
員　

令
和
３
年
９
月
に
移

転
予
定
だ
が
市
街
地
に
お
い

て
こ
れ
だ
け
の
面
積
の
土
地

は
無
い
。
利
活
用
を
有
効
に

生
か
す
た
め
に
利
用
目
的
を

市
民
に
示
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
す
べ
き
と
思
う
。
神
埼

市
に
は
市
民
公
園
や
多
目
的

な
運
動
公
園
が
無
い
が
、
複

合
的
な
整
備
計
画
を
す
べ
き

と
思
う
が
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

市
民

の
皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
有

効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
、
多
目
的
な
利
活
用
を

含
め
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
計
画
し
て
み
た
い
と

思
う
。

跡
地
活
用
は
市
民
の
多
様
な
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
て
整
備
を

多
く
の
方
た
ち
が
使
っ
て
い
け
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

答

て
ほ
し
い
。

市
長　

指
摘
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

利
用
の
仕
方
を
考
え
て
行
き

た
い
。

宮島　清 議員

合
併
特
例
債
に
つ
い
て

神
埼
高
校
の
跡
地
活
用

に
つ
い
て

議
員　

特
例
債
の
最
終
事
業

は
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
だ
が

解
体
後
の
計
画
は
。

副
市
長　

更
地
に
な
っ
た
段

階
で
市
民
に
問
う
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
未
だ
計
画

的
に
は
決
め
て
い
な
い
。

移転が決定している神埼高校

神埼市議会からのお知らせ

　議会並びに議員活動の充実による地方自治の実現、市政の監視や市民の負託に応えるために必

要な議員定数のあるべき姿として、現在の議員定数「20 人」から「2 人」を減じ、議員定数を「18

人」とする条例の改正を行いました。

　新型コロナウイルス感染症の状況を鑑み、秋口以降の開催を検討しておりましたが、収束が

見えない状況であるため、今年度予定をしていた西郷、千代田中部、千代田西部小学校区での

議会報告会については来年度に延期することとしました。

　議員定数の 2 人減に伴い、文教厚生常任委員会委員及び産業建設常任委員会委員の人数を 1

人ずつ減とする条例の改正を行いました。

○神埼市議会議員定数条例の一部改正について

○令和 2 年度議会報告会の延期について

〇神埼市議会委員会条例の一部改正について
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編
集
後
記

　

秋
に
な
り
、
コ
ス
モ
ス
も
満
開
に
な
る

と
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
９
月
に
は
度
重
な
る
豪
雨

や
台
風
に
よ
り
各
地
で
被
害
が
発
生
し
、

今
年
も
災
害
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
神
埼
市
内
外
に
お
い
て
も
各

種
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
、
延
期
や

縮
小
と
な
り
、
市
民
の
皆
様
も
残
念
な
想

い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

９
月
22
日
に
は
新
庁
舎
が
開
庁
し
、
議

場
も
千
代
田
庁
舎
か
ら
新
庁
舎
へ
と
移
転

し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
だ
よ
り
を
通

し
て
、
市
政
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
新
議
場
の
方
へ
も
足
を
運
ん
で
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の
声

を
反
映
で
き
る
議
会
と
な
る
よ
う
、
よ
り

一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
記　

山
本　

千
佳
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

永
沼　
　

彰

副
委
員
長　

山
本　

千
佳

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

委
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
員　

白
石　

昌
利

７月３日 議会広報編集特別委員会

14日 議会広報編集特別委員会

15日 産業建設常任委員会

21日 議会広報編集特別委員会

29日 議会広報編集特別委員会

30日 令和２年度防衛省全国情報施設
協議会総会（書面開催）

31日 神埼市まちづくり特別委員会

８月７日 令和2年度知事・市町議会議長
懇話会（佐賀市）

12日 議会運営委員会

17日 総務常任委員会

19日 産業建設常任委員会

20日 文教厚生常任委員会

24日 議会運営委員会

８月27日～
10月８日

令和２年８月第５回神埼市議会
定例会

27日 全員協議会

９月２日 議会広報編集特別委員会

９月３日 議会運営委員会

９日 令和２年度決算特別委員会

全員協議会

10日 令和２年度予算特別委員会

11日 総務常任委員会

文教厚生常任委員会

14日 産業建設常任委員会

15日 神埼市まちづくり特別委員会

議会改革検討特別委員会

議会運営委員会

17日 全員協議会

23日 新庁舎落成式

25日 令和２年度決算特別委員会

28日 令和２年度決算特別委員会

29日 令和２年度決算特別委員会

10月１日 令和２年度決算特別委員会

６日 議会運営委員会

８日 全員協議会

《議会の動き》（令和２年７月１日～10月８日）


